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１．はじめに  磁気電析は電析膜の表面にキラリティを誘発する[1,2]．キラリティの発現は，マ

イクロ MHD 渦流にマクロな垂直 MHD 対流が作用し，マイクロ MHD 渦流の対称性が破れること

により起こる．したがって，キラリティの符号は磁場の極性に依存する．事実，これまで多くの

実験において，磁場反転によりキラリティの符号も反転すること（奇のキラリティ）が確認され

ている．しかしながら，銅の磁気電析で，塩化物イオンが吸着する系においては，奇のキラリテ

ィが破れることが見つかった．吸着によるマイクロ MHD 渦流の揺らぎが奇のキラリティの破れ

を誘発しているものと推察された．今回は，垂直 MHD 対流の影響が強く現れるマイクロ電極に

おいて，銅の磁気電析を行い，奇のキラリティの挙動を調べてみた． 

２．実験 直径 100 または 25 µm の白金ディスク電極上に，50mM 硫酸銅+0.5M 硫酸水溶液中で

銅の磁気電析を定電流モードで行った．磁場は 1 ~ 5T で，ファラデー電流に平行(+)か反平行(–)に

印加した．作製した磁気電析（MED）膜を電極に用いて，アラニンのエナンチオマーのボルタモグラ

ムを測定した．ボルタモグラムにおけるキラル挙動を定量化するために，ee (enantiomeric excess)を次のよ

うに定義した．ee = (ipL - ipD) / (ipL + ipD), ここで ipL と ipD は L 体および D 体のピーク電流である． 

３．界面キラリティの磁場依存性  両方の磁場極性において，電析電流を変化させて磁気電析を

行い，それぞれの磁気電析膜電極での ee を見積もった．電極径 100 µm のとき，+2T-膜は電析電

流 19mA cm-2付近で D 活性を，–2T-膜は同じ電流域で L 活性を示し，明瞭な奇のキラリティが観

察された．3T-膜においても同様に奇のキラリティを観察することができた．印加磁場を強くする

と，4T-, 5T-膜では両方の磁場極性で L 活性が現れ，奇のキラリティの破れがみられた．強磁場に

なるほど垂直 MHD 対流の影響が強くなるので，マイクロ MHD 渦流に揺らぎが誘発され，奇のキ

ラリティの破れが起こったものと考えられる． 

４．電極径の効果  電極径が 25 µm のときには 2T-, 3T-膜においても，両方の磁場極性で D 活性

が現れ，奇のキラリティの破れが観察された．電極径が小さくなったことにより垂直 MHD 対流

の影響がさらに強まり，マイクロ MHD 渦流の揺らぎの効果が大きくなったためと推察できる．

このように磁場依存性，電極径依存性ともに，マイクロ MHD 渦流の揺らぎが奇のキラリティの

破れを誘発することを示唆している． 
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